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石灰岩が分布する地域に生息する貝類に関する研究

　　（東京都西多摩郡下の陸生貝類について）

石山　尚珍＊
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（sur　les　coquillages　terrestres　dans　la　r6gion　de　Nishi－Tama，au　D6partement　de　Tokio）

par　S．IsHIYAMA

R6sum6

　　On　peut　dire　que　les　coquillages　terrestres　sont　diff6rents　de　ceux　de　la　mer　et　ne

pouvent　pas　changer　la　place　de　Paction　d’habiter　a　cause　de　la　topographie　terrestre，

ils　sont　isol6s　dans　chaque　r6gion5ils　montrent　de　trさs　grandes　variations　des　individuelles．

　　Lors　de　cet6tude　de　terrain，j’ai　examin6particuliさrement　des　coquillages　terrestres

qui　habitent　dans　ces　zones，et　ces　zones　sont　compos6s　des　roches　calcaires　expos6s　a　la

surface　de　la　terre，dans　la　r6gion　de　Nishi－Tama，au　D6partement　de　Tokio．

　　Notre6tude　de　terrain　ont6t6court（six　jours），ont　eu14familles　et29esp色ces

le　r6sultat　de　notre　collection，mais，de　plus，j’ai　dispos61es　esp6ces　plus　nombreuses．

　　Ez6hα47αgz6α85露α，Ez6hα47α∫）61ゼoη4）hα1α，　∠L69歪5オαηz61gZ曽α9α，　5「ζzオsz6〃zαノαメ》on此α，

Ur爾か06hlα形那408π露2π，ils　ont6t696n6ralment　les　esp色ces　trouv6es　le　plus　fr6quem－

ment　dans　cette　r6gion。

　　Donc，en　comparant　les　zones　o亡1es　roches　calcaires6taient　expos6s　a　la　surface

et　celles　oむils6taient　cach6s，je　me　suis　assur6s，qu）une　fois　entr6s　dans　celles－1a，1a

quantit6des　coquillages　augmentaient　brusquement。

　　De　plus，ayant　choisi　un　endroit　arbitraire　dans　cha（lue　sph6re　o血1es　roches　calcaires

6taient　expos6s　et　ayant　fait　une　collection　sp6cialment　dans　ces　environs　pendant　deux

heures　a　peu　pr6s，j’ai　trouv6Plus（le　Pespさces　et　une　plus　grande　quantit6aux　endroits

o亡　1’6tendue　（les　roches　calcaires　expos6s　6tait　plus　vaste，　qu’a　ceux　o血　1’6tendue　（ies

calcaires6tait　moindre．

　　Je　peux　conclure，que　les　espさces　et　l母quantit6（1es　co（luillages　terrestres　seraient

sans　relation　avec　la　quαntit6souterraine　des　roches　calcaires，mais　se　rapporteraient

plut6t　a　l》6tendue　des　roches　calcaires　expos6．

冒．はじめに

　陸生の貝類は海生の貝とちがって，地形に影響され簡

単に移動することができないので，地域ごとに孤立した

状態になり，その個体変化がとても激しいといわれてい

る。

　今回の調査では東京都西多摩郡において，特に石灰岩

が地表に露出する地帯の陸生貝類について調べてみた。

2・調査の内容と成果

＊燃料部

　この地方は古くから石灰岩の分布がしられていて，第

2図に示すように露頭が各所にみられ，その一部はセメ

ントや製鉄用として採掘されている。

　これらの各地の露頭の中に任意に12点を選び，各点

の周辺20m2ほどの面積内を約2～2。5時間づつかけて

陸生貝類を採集してみた。その結果，第1表に示すよう

な種類を得ることができたが，この地方を通じて一般に

多くみられる陸生貝類は伽hα47α9襯65伽，伽hα47α
P81乞o盟zメ》hα1ζz，∠L89・∫56αTZ61g♂ηα9α，8αおz6〃zごzノαφ07zズ6α，

0勉2∫mohl4形ツ3406擁z乞∫などで，少いものはChα脚一

1輝％郷n吻・nθ漉5，」砂・沈ασ・㍑娩3α4・8π5ぎ3，

7αZあn毎オ6n87αなどであった。しかし何分にも調査期
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第1表 採集した陸生貝類

GASTROPODA　腹足綱

Prosobranchia前鰐亜綱

Archaeogastropoda原始腹足目

　Helicinidaeやまきさご科

　　四αZ46勉4ガαゴ砂o漉04（A。ADAMS） ヤマキサゴ

Mesogastropoda中腹足目

　Cyclophoriae　やまたにし科

　　」α♪oπ毎go％Z4f5α408π5f5PILsBRYetHIRAsE　サドヤマトガイ

　Alycaeidaeむしおいがい科

　　Chα形4Zyo46％3nゆ♪oπθπ5鉛（REINHARDT）　ムシオイガイ

Pulmonata有肺亜綱

Stylommαtophora　柄眼目

　Vertiginidae　きばさなぎがい科

　　Boy5躍毎ρZ彦厩48π3（BENSON）　　　　　　クチマガリスナガイ

　Enidaeきせるもどき科

　　Eπα76初fαηα（KOBELT）　　　　　　　　　キセルモドキ

　Clausiliidae　きせるがV・科

　　S66760♪ん‘zθ4％54ゴ¢ρoπ露α（CROSSE）　　　ナミギセル

　Subuliinidae　おかくちきれがV・科

　　AZZo♪θα50Zαη％Zズ7zπ勉たyo如θπ58（PILSBRYetHIRASE）オカチョウジガイ

　　∠4ZZoカθ45カ：yプ9κ1‘z（SCHMACKERetBOETTGER）　ホソオカチョウジガイ

　Discidaeなたねがい科

　　p％π6魏解sp．　　　　　　　　　　　　　　　（ナタネガイ科の一種）

　Zonitidae　こはくカミV・科

　　H4ωα∫1αηzf7z％50z61ζz（BINNEY）　　　　　　　　ヒメコノ、クガイ

　　Zoフz露of465ζz7ゐ0767z5（SAY）　　　　　　　　　　　コノ、クガイ

Helicarionidaeべっこうまいまい科

　Gα5診プ040π診εZl4卿％Z顔ηoZη∫3（PILSBRY）

　Kζzあ6Zl4汐プαθ41脇（PILSBRY）

　Pαπ｛zた4あθZZαhαプ初z8フz5ゼ5PILSBRY

　Pσ745露αZ4（？）アzαπ0485（GUDE）

　S露41初αプαρoπズoαHIRASE

　TブoohooんZαηZy307θπ％Zα厩（GUDE）

　Uプ爾ケoo配研z：y5408π∫舵露（REINHARDT）

Camaenidae　なんばんまいまい科

　＆zおz卿zαゴα2〉oπfo4（PFEIFFER）

　34醜彫α脚o解助4Zα（MARTENS）

キビガイ

タカキビ

ハリマキピ

キョウトシタラ

ウメムラシタラ

カサキピ

ウラジロベッコウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニッポンマイマイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コベソマイマイ

　丁万oho6配07髭お（05砿απ5var．？）カ％窺7∫1α（GuDE）キヌビロードマイマイ

Bradybaenidaeおなじまいまい科
　。46σ15厩（PZθo孟0670ρ乞5）ηα∫h8傭∫（MABILLE）　オオケマイマイ

　Aの乞5毎か06α（A．ADAMS）　　　　　　　コオオベソマイマイ

　E励α4プ4ρθZ∫o窺ρhαZ4（PFEIFFER）　　　　ミスジマイマイ

　E％h44プαα％α65髭4（DESHAYES）　　　　　ヒダリマキマイマイ

　．E％h447αα％αθ5∫雄解o漉乞麗郷（MARTENS）　チャイロヒダリマキマイマイ

　丁万5hoヵZ∫厩ooπ05♪∫74（PFEIFFER）　　　　トウキョウマイマイ

Streptaxidaeねじれがい科

　G％Z4Zα（3ゴ％06フzアz8α）2測4為α別α（PILSBRY）タワラガイ

Valloniidaeみじんまいまい科

　▽14ZZo漉‘z陀π87α（RENHARDT）　　　　　　ミジンマイマイ
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　　　　間が短かかったため（昭和35年4月25日～5月2日），

　　　　採集できた陸生貝類は14科29種にすぎなかったが，さ

小沢　　　らに日時をかけて調査面積を広げていけば・得られる種

　　　　類数はもっと増加することであろう。

　　　　　さて，採集した陸生貝類をその種類数と採集できた量

　　　　によって区別し，これを図化し積みかさねたのが第3図

　　　　である。

　　　　9この図からうかがえることは，ほぼ一定時間をかけて
O
　　　　各地点の陸生貝類を採集してみると

　　　　①種類数ならびに量が多く得られた場所はその周辺

　　　　の石灰岩の露頭面積もまた大きく，

　　　　　②小露頭の地帯では陸生貝の種類も量も少ない，と
嚇　　　　いうような傾向がみられる。

　　　　　しかし，時坂東方地点について第2図の露頭面積と第

　　　　3図のグラフの大きさを較べてみると，その露頭面積に

　　　　対して採集できた陸生貝類が少ないようにみえるが，こ
　○
　　　　れは露頭地帯の中央部を北秋川が流れているため，第2

　鱒　　　図に示す露頭面積は北秋川によって二分され，第3図に

　　　　現われたものは分割された東側だけの部分（面積）に対

　◎　　　してめ割合と考えれば，納得ができよう。

　　　　　なおまた，小沢の場合は石灰岩の露頭面積に較べて，
　○
　○　　　採集された陸生貝類が非常に多くなっている。これは御

　　　　前山から小沢地区の方へ延びた大露頭が，目下のところ

　　　　では小沢地区の露頭とつながっているかどうかは明確で

　　　　はないが，つながっているものであればこのような採集

　　　　結果がでたこともうなづける。
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3．むすび

石灰岩が地表に露出する地帯と露出しない地帯を較べ

ると，石灰岩の露出がある地帯へ踏み入ったときは

①　まず陸生貝類の量が急激にふえるのが確認でき

る。すなわち石灰岩の分布する地域を歩いていて，陸生

貝類が多量に目につきだしたときは，その付近には石灰

岩の露頭がみつけられる。そして

②　露頭面積が大きいほど，採集できる陸生貝類の種

類数ならびに量も多くなる。しかしこの現象は，地下に

かくれている石灰岩の埋蔵量とは無関係で，地表に直接

露出する石灰岩の面積の多少に関係があるように思われ

る。

　このような傾向が，他地方の石灰岩分布地域について

』も同様な結果を示すかどうかは，今後に残された興味あ

る問題である。

　陸生貝類の鑑定にあたっては，大山桂技官に負うとこ

ろが多かった。ここに謝意を表します。

　　　　　　　　　　　　　（昭和35年5月稿）
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第1図　調査地域の位置図
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